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委
員
と
し
て
「
国
語
学」
の一
編
集
に
た
ず
さ
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
す
で

に
六
年 、
特
に
編
集
主
任
と
し
て 、
編
集
上
の
責
任
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
で
も
四
年
が
経
過
し
た 。
乙
の
問 、
編
集
委
員
の
諸
氏
や
会
員
各
位
の
御
援

助・
御
協
力
に
よ
り 、
い
ち
お
う
何
と
か
今
日
ま
で
そ
の
責
を
果
し
て
き
た
わ

け
で
あ
る
が 、
そ
の
任
期
も
い
よ
い
よ
終
わ
り 、
パ
ト
ン
を
渡
す
時
期
に
な
っ

た 。
今
度
の
号
だ
け
で
編
集
責
任
者
と
し
て
の
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
る
わ
け
で

あ
る
が 、
そ
れ
は
恒
例
に
よ
り
展
望
号
と
し
て
出
す
乙
と
に
な
っ
た 。
年
四
冊

と
い
う
限
ら
れ
た
冊
数
の
中
か
ら一
冊
を
展
望
号
と
し
て
ま
と
め
て
し
ま
う
こ

と
に
は
異
論
の
あ
る
方
も
あ
る
で
あ
ろ
う 。
事
実 、
展
望
号
の
編
集・
刊
行
に

つ
い
て
は 、
い
つ
の
編
集
委
員
会
で
も 、
い
ろ
い
ろ
と
意
見
が
出
る
の
で
あ
る 。

し
か
し 、

他
方
で
は 、
会
員
中
に
展
望
号
を
望
む
声
が
か
な
り
あ
る
乙
と
も
事

実
な
の
で
あ
り 、
今
回
も 、
い
ろ
い
ろ
と
検
討
の
す
え 、
結
局 、
前
回
の
訂
集

と
同
様 、
二
年
分
(
昭
和
泊
・

ω
年)
を
ま
と
め
て
展
望
号
と
し
て
編
集
す
る

と
と
に
な
っ
た 。
た
だ 、
今
回
は
そ
の
構
成
に
多
少
新
し
い
工
夫
を
し 、
総
記

を
別
に
す
れ
ば 、
あ
と
は
十
の
領
域
に
分
け 、
十
名
の
方
に
執
筆
を
お
願
い
す
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村

明

る
こ
と
に
な
っ
た 。
前
回
の
訂
集
(
昭
和
幻・
お
年
の
展
望)
の
場
合
に
は 、

た
と
え
ば 、「
文
法」
の
中
を
さ
ら
に
「
理
論・
現
代
語」
「
史
的
研
究 、
古
代」

「
史
的
研
究 、
近
代」
の
三
つ
に
分
け 、「
方一言
E
も
「
概
観」
「
音
韻・
ア
ク
セ

ン
ト」

「
文
法」
「
語
繋」
の
四
つ
に
分
け
る
と
い
う
よ
う
に 、
全
体
を
か
な
り

細
分
し
て
執
筆
を
お
願
い
し
た
の
で 、
総
記
を
含
め
て
執
筆
者
は
十
九
人
の
方

に
な
っ
て
い
た 。
乙
れ
は 、
研
究
が
精
級
に
な
り
細
分
化
さ
れ
て
き
て
い
る
の

で 、
担
当
領
域
を
限
定
し
て
執
筆
し
て
も
ら
う
方
が
細
か
い
点
ま
で
見
適
さ
れ

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
乙
と
で 、
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る 。
乙

れ
は
乙
れ
で 、
特
色
を
も
っ
と
恩
わ
れ
る
が 、
他
方
か
ら
す
る
と 、
あ
ま
り
細

分
化
さ
れ
て
い
る
の
で 、
問
題
を
ひ
ろ
く

見
渡
す
の
に
不
便
で
あ
り 、
ま
た 、

執
筆
者
間
の
連
絡
や
調
整
に
も
困
難
が
と
も
な
い 、
時
に
重
複
や
脱
落
も
で
て

く
る
と
い
う
面
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い 。
そ
乙
で 、
今
回
は 、
あ
ま

り
細
か
く
区
分
す
る
乙
と
を
避
け 、
総
記
を
別
に
す
れ
ば 、
十
の
区
分
を
し
て 、

展
望
を
試
み
る
乙
と
に
し
た
の
で
あ
る 。
十
の
区
分
の
中
に
は 、
「
国
語
の
計

量・
数
理」
や
「
音
声
分
析」
な
ど 、
新
し
い
分
野
に
つ
い
て
の
展
望
も
独
立

の
項
目
を
立
て
て
執
筆
を
お
願
い
し
た
も
の
も
あ
る 。
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可

さ
て 、
と
の
二
年
聞
に
お
け
る
国
語
学
界
の
歩
み
で
あ
る
が 、
そ
と
に
は
ど

ん
な
特
色
が
見
ら
れ
る
か 。
乙
れ
は 、
き
わ
め
て
難
問
で
あ
り ‘
か
ん
た
ん
に

答
は
出
せ
な
い
が 、
前
回
の
展
望
号
の
総
記
に
お
い
て 、
春
日
和
男
氏
は 、
昭

和
幻
・

お
両
年
の
歩
み
を
ふ
ま
え
て 、
そ
の
特
色
と
し
て 、
次
の
三
つ
を
あ
げ

て
お
ら
れ
る 。
す
な
わ
ち 、
そ
の
第一
は 、
力
作・
大
著
の
公
刊
さ
れ
る
も
の

が
相
つ
ぎ 、
乙
の
傾
向
は
今
後
と
も
暫
く

続
き
そ
う
で
あ
る
乙
と 、
第
二
は 、

言
語
生
活
の
実
用
面
が
重
ん
じ
ら
れ 、
啓
蒙
的・
教
養
向
き
著
作
に
優
れ
た
も

の
が
輩
出
し
て
い
る
乙
と 、
第
三
は 、
資
料
や
そ
れ
ら
の
索
引
の
公
表・
公
刊

さ
れ
る
も
の
が
多
く 、
研
究
が一
段
と
便
利
に
な
り 、
進
展
を
み
つ
つ
あ
る
こ

と 、
以
上
の
三
点
で
あ
る 。
春
日
氏
の
あ
げ
ら
れ
た
ζ
れ
ら
の
点
は 、
今
回
の

ω・
ω
年
度
に
つ
い
て
も 、
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
り
そ
うで
あ
る 。
そ
れ
で 、

ζ
の
三
つ
の
点
に
ま
と
め
て
乙
の
年
度
の
主
要
な
研
究
書
を
見
て
い
く
と
と
に

す
る 。ま

ず 、
第一
の
点
で
あ
る
が 、
目・
ω
年
度
に
刊
行
さ
れ
た
研
究
舎
は
か
な

り
の
数
に
及
び 、
そ
の
中
に
は
音
韻・
文
法・
語
実・
文
休・
方
言
そ
の
他
の

各
分
野
に
わ
た
っ
て 、
力
作・
大
著
と
い
う
べ
き
も
の
が
多
く

含
ま
れ
て
い

る 。
た
と
え
ば 、
過
去
の
国
語
を
対
象
と
し
た
も
の
に
は 、
福
間
良
輔
氏
「
奈

良
時
代
東
国
方
言
の
研
究」(
ω・
6) 、

築
島
裕
氏
「
想州
大
慈
恩
寺
三
政
法
師

伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究・
訳
文
編」
(
ω・
3) 、

金
田一
春
彦
氏
「
四
座
諮

式
の
研
究」
(
ω・
3) 、
国
回
百
合
子
氏
「
女
房
詞
の
研
究」
(
鈎・
8) 、
山

崎
良
幸
氏
「
日
本
語
の
文
法
機
能
に
関
す
る
体
系
的
研
究」(
ω・
ロ)
な
ど
が

あ
り 、
ま
た 、
文
体・
修
辞
な
ど
に
関
し
て
は 、
山
本
正
秀
氏
「
近
代
文
体
発

生
の
史
的
研
究」
(
ω・
7) 、
山
口
正
氏
「
万
葉
修
辞
の
研
究」
(
ω・
日) 、

尼
門
跡
の
言
語
と
い
う
特
殊
語
を
対
象
に
し
た
も
の
に 、
井
之
口
有一
・

堀
井

令
以
知・
中
井
和
子
三
氏
の
「
尼
門
跡
の
言
語
生
活
の
調
査
研
究」
(
ω・
8)

な
ど
も
あ
る 。
ま
た 、
現
代
語
に
関
し
て
は 、
「
分
類
語
梁
表」
(
卸・
3) 、

「
現
代
雑
誌
九
十
種
の
用
語
用
字 、
第
三
分
冊分析」
(
却・
3)
「
類
義
語
の
研

究」
(紛・
3) 、
「
共
通
語
化
の
過
程」
(
ω・
3) 、
「
横
組
み
の
字
形
に
関
す

る
研
究」
(
叩・
7) 、
「
小
学
生
の
言
語
能
力
の
発
達」
(
鈎・
ω)
な
ど 、
主

と
し
て
国
立
国
語
研
究
所
か
ら
地
道
な
研
究
報
告
が
出
さ
れ
て
お
り 、
方
言
関

係
で
は 、
日
本
方
言
研
究
会
「
日
本
の
方
言
区
画」
(
羽-
U) 、
平
山
輝
男・

中
本
正
智
両
氏
「
琉
球
与
那
国
方
言
の
研
究」
(
叩・
3) 、

平
山
輝
男
氏
「
伊

豆
諸
島
方
言
の
研
究」
(
ω・
2) 、
広
戸
惇
氏
「
中
国
地
方
五
県
言
語
地
図」

(
ω・
7U 、
藤
原
与一
氏
「
方
言
研
究
法」(
泊・
ロ)
な
ど
が
あ
り 、
村
山
七

郎
氏
「
漂
流
民
の
言
語」
(
ω・
4)
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
東
北
方
言
の
文

献
を
扱っ
た
研
究
書
も
出
て
い
る 。
乙
の
ほ
か 、
前
田
勇
氏
の
「
近
世
上
方
語

辞
典」(
叩・
4)
や
「
上
方
語
源
辞
典」
(
ω・
5) 、
藤
堂
明
保
氏
の
「
漢
字

語
源
辞
典」(
ω・
9)
の
よ
う
な
辞
典
形
式
で
の
労
作
も
あ
り 、
福
田
良
輔
氏

「
古
代
詩
文
ノ
l
卜」

(
鈎・
2) 、
近
代
語
学
会
「
近
代
語
研
究 、
1」

(
MW
・

9) 、
国
立
国
語
研
究
所
「
と
と
ば
の
研
究 、
2」
(羽
・
3) 、
日
本
音
声
学
会

「
音
声
の
研
究 、
日」
(ω・
1)

な
ど
の
論
文
集
や 、
満
国
新
造
氏
「
中
国
音

韻
史
論
考」
(
鈎・
9) 、

有
坂
秀
世
氏
「
語
勢
沿
革
研
究」
(
鈎-
U) 、
湯
沢

幸
吉
郎
氏
「
廓
言
葉
の
研
究」
(
鈎・
4)
な
ど
の
遺
著
の
刊
行
も
見
ら
れ
た 。

馬
淵
和
夫
氏
「
日
本
部
学
史
の
研
究 、
E」(
ω・
3)
も
刊
行
さ
れ
て 、
乙
の

大
作
も
全
三
冊
が
完
結
し
た 。
こ
れ
ら
の
う
ち 、
国
語
研
究
所
の
よ
う
な
研
究

機
関
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
や
学
会・
研
究
会
な
ど
の
編
に
な
る
も
の
は
別
と
し

て 、
個
人
の
著
作
に
な
る
も
の
に
は 、
二
十
年・
三
十
年
と
い
う
長
い
年
月
の

研
究
成
果
が
よ
う
や
く
に
し
て
刊
行
さ
れ
る
に
至っ
た
も
の
も
多
く 、
そ
れ
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だ
け
に 、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
基
本
的
文
献
と
し
て
残
る
も
の
が
多
い

で
あ
ろ
う 。
こ
れ
ら
個
々
の
も
の
に
つ
い
て
の
紹
介
や
評
価
は
各
領
域
ど
と
の

展
望
の
方
に
譲
る 。
個
人
の
も
の
は 、
長
い
年
月
を
か
け
て
手
が
け
て
き
た
だ

け
に 、
研
究
の
テ
!

?
な
り
方
向
な
り
は 、
か
な
り
個
々
ば
ら
ば
ら
で
あ
り 、

全
体
と
し
て
そ
の
研
究
の
方
向
を
概
括
し
て
言
う
ζ
と
は
む
ず
か
し
い
が 、
史

的
研
究
に
か
か
わ
る
も
の
と
方
言
研
究
と
に
関
す
る
も
の
が
多
い
点
が
目
立
つ

と
い
う
乙
と
は
い
え
る 。

第
二
の
点 、
す
な
わ
ち 、
言
語
生
活
の
実
用
面
が
重
ん
じ
ら
れ 、
啓
蒙
的・

教
義
向
き
著
作
に
優
れ
た
も
の
が
輩
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が 、
乙

れ
も 、
昭
和
幻・
お
年
度
の
展
望
と
し
て
春
日
氏
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
意
味

(
つ
ま
り 、
言
語
生
活へ
の
反
省
か
ら
生
ず
る
現
代
語へ
の
強
い
関
心
と
そ
の

啓
蒙)
で
な
ら 、
今
回
も
や
は
り
か
な
り
は
?
き
り
と
出
て
い
る
と
と
ろ
で
あ

る 。
現
代
語
に
つ
い
て
の
精
密
な
調
査・
分
析
と
い
う
と
と
で
は 、
前
記
の
国

語
研
究
所
の
研
究
報
告
類
が
乙
乙
に
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し 、

現
代
語

に
関
連
し
て
の
研
究
書・
教
養
蓄
の
類
は
か
な
り
多
く
の
も
の
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
が 、
ζ
乙
で
は一
々
の
書
名
を
あ
げ
る
ζ
と
は
省
略
す
る 。
た
だ 、
講
座

物
に
つ
い
て
の
お
も
な
も
の
だ
け
を
あ
げ
れ
ば 、
昭
和
総
年
中
に
二
冊
を
出
し

た
「
講
座
現
代
語」
は 、
昭
和
鈎
年
の
4
月
ま
で
に 、
四
冊
を
出
し
て
完
結

し 、
つ
い
で 、
向
じ
出
版
社
か
ら
同
じ
編
集
者
で
「
口
語
文
法
講
座」
全
六
冊

を
泊
年
日
月
か
ら
ω
年
6
月
ま
で
に
刊
行
し
て
い
る 。
な
お 、
昭
和
鎚
年
中
に

二
冊
を
出
し
た「
日
本一語
の
歴
史」
の
方
は 、
ω
年
か
ら
ω
年
へ
か
け
て
残
り

の
五
冊
を
出
し
て 、
乙
れ
も
古
代
語
か
ら
現
代
語
ま
で
の
日
本
語
の
歴
史
を
完

結
し
た 。
乙
れ
ら
の
講
座・
シ
リ
ー

ズ
物
は 、
啓
蒙
蓄
と
し
て
の
役
割
を
よ
く

果
し
た
も
の
と
い
え
る 。

第
三
の
資
料
や
索
引
類
の
公
表・
公
刊
さ
れ
る
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と 、
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乙
の
点
も 、
と
の
両
年
度
に
お
い
て 、
や
は
り
引
き
続
き
言
え
る
の
で
あ
る 。

た
と
え
ば 、
京
都
大
学
園
語
学
国
文
学
研
究
室
の
複
製
刊
行
と
し
て
は 、「
全一

道
人
の
研
究」
(
鈎・
7) 、
「
鞭
献
釘
辞
倭
漢
朗
詠
集」
(
叩・
ロ) 、
「
臨
時…
肺年
伊

路
波」
(
ω・
7) 、
「
日
本
寄
語
の
研
究」
(
ω・
9)

が
あ
り 、
ほ
か
に 、
中

田
祝
夫・
峯
岸
明
両
氏
の
「
色
葉
字
類
抄
||

研
究
並
び
に
索
引
||

本
文
索

引
編」(
鈎・
6) 、
西
日
本
国
語
国
文
学
会
初
刻
双
書
「
節
用
集
玉
堅
文
庫
本」

(
却-
U) 、
高
羽
五
郎
氏
「
畑
駄…
改
編
節
用
集 、
六・
七
k
m却・
9 、

ω・
ロ) 、

亀
井
孝・
水
沢
利
忠
両
氏
「
史
記
桃
源
抄
の
研
究 、
本
文
編l」
(
ω・
1) 、

未
刊
国
文
資
料
別
刊
「
糊

一鰐
梱
三
宝
類
車内
名
義
抄」
(
ω・
8) 、
仲
原
善
忠・

外
間
守
善
両
氏
「校本
お
も
ろ
そ
う
し」(ω・
円以)
な
ど
も
あっ
た 。
以
上
の

う
ち
に
は 、
宗
引
を
含
む
も
の
も
あ
る
が 、
乙
の
ほ
か 、
索
引
を
主
と
し
た
も

の
に
は 、
中
村
啓
信
氏
「
日
本
書
紀
総
索
引 、
漢
字
話
集
編
1・
2」
(
却・

3、
ω
・
3) 、
池
田
利
夫
氏
「
浜
松
中
納
言
物
語
総
索
引」(
鈎・
6) 、
大
阪

女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
「
後
撰
和
歌
集
総
索
引」
(
ω・
ロ) 、
青
木
伶
子
氏

「
怒一
方
丈
記
総
索
引」
(
ω-
m) 、
木
下
正
俊・
久
山
善
正
両
氏
「
増
補
雅
言

集
覧
索
引」
(
ω
・
4) 、
島
正
三
氏
「
吉
利
支
丹
版
羅
葡
日
対
訳
辞
典
備
考 、

2」
(
鈎・
叩) 、
島
田
友
啓
氏
「
節
用
文
字
漢
字
索
引」
(
鈎・
1) 、

同
「
法

華
経
単
字
仮
名
猿
引」
(
ω・
4) 、
同
「
法
悲
経
単
字
決
字
索
引」(
ω・
4) 、

同
「
法
華
経
音
訓
仮
名
索
引」
(
ω・
8) 、
同
「
法
華
経
音
訓
漢
字
索
引」(ω

・
8) 、
渡
辺
綱
也
氏
「

恕有
忘
記
漢
字
紫
引」(
鈎-
U)
な
ど
も
あ
る 。
上

記
の
う
ち
に
は
泊
印
版
の
も
の
も
あ
る
が 、
ζ
の
税
の
私
家
版
の
も
の
は 、
ま

だ
他
に
も
あ
る
と
と
と
息
わ
れ
る 。
ま
た 、
乙
の
種
の
資
料
と
い
う
と
と
を
考

え
る
場
合 、
そ
の
範
囲
を
ひ
ろ
げ
れ
ば 、
ま
だ 、
他
に
も
多
く
の
も
の
が
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
が 、
右
に
は 、
特
に
国
語
学
に
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
の
み
あ
げ
て
み
た
わ
け
で
あ
る 。
ま
た 、
旧
刊
の
「
国
語
学
大
系」
十

3 



冊
が
覆
刻
さ
れ
た
(
鈎
・

1
1

ω
・

9
〕

が 、

乙
の
よ
う
な
覆
刻
版
も
盛
ん
で

あ
り 、

資
料
の
入
手
に
便
宜
が
得
ら
れ
る
乙
と
が
多
く
な
っ
た

。

乙
の
よ
う
な
資
料
類
発
刊
の
盛
行
は 、

国
語
の
史
的
研
究
に
多
く
の
便
宜
を

与
え
る
わ
け
で
あ
る
が 、

他
方 、

国
語
研
究
へ
理
論
的
な
基
礎
を
提
供
す
る
面

の
も
の
と
し
て
欧
米
の
言
語
学
金日
の
翻
訳
が
あ
り 、

そ
れ
に
も
い
ろ
い
ろ
の
も

の
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
お
も
な
も
の
の
二
三
を
あ
げ
れ
ば 、

福
本
喜
之
助
氏
訳

「
パ
ウ
ル

言
語
史
原
理
」
(
ω
-

U
) 、

山
口
秀
夫
氏
訳
「
ウ
ル
マ
ン

意
味
論」
(
叩
・

4
〉 、
大
久
保
忠
利
氏
訳
「
ハ
ヤ
カ
ワ

思
考
と
行
動
に
お
け
る
言
語
第
二
一取」

(
ω
­

m
)

な
ど
で
あ
る
が 、

特
に
バ
ウ
ル
の
「
言
語
史
原
理
」

の
完
訳
が
出
た
乙
と

は 、

国
語
の
史
的
研
究
に
従
事
す
る
者
に
は
見
過
せ
な
い
乙
と
で
あ
ろ
う 。

以
上 、

白
・

ω
年
度
に
お
け
る
国
語
学
関
係
の
刊
行
書
に
つ
き 、

前
回
の
展

望
で
春
日
氏
の
あ
げ
ら
れ
た
三
つ
の
特
色
に
あ
て
は
め
て
見
て
き
た

。

も
ち
ろ

ん
、

乙
れ
ま
で
に
あ
げ
た
も
の
以
外
に
も
多
く
の
刊
行
書
が
あ
り 、

ま
た 、

そ

の
中
に
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が 、

そ
れ
ら
の
も
の
に
つ
い
て

は
、

展
望
各
論
の
部
で
の
取
り
扱
い
に
ゆ
だ
ね
る
ζ
と
に
す
る
。

右
に
あ
げ
た

諸
業
績
の
う
ち
に 、

目
・

ω
年
度
中
に
お
い
て
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
の
い
く

つ
か
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が 、

そ
れ
ら
は 、

長
い
年
月
を
か
け
て
の
研

究
の
集
積
で
あ
る
ζ
と
も
事
実
で
あ
る
。

却
-

m叫
年
度
に
お
け
る
研
究
活
動
の

実
際
は 、

そ
の
よ
う
な
大
著
・

力
作
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く 、

む
し
ろ
諸
雑

誌
や
紀
要
類
に
発
表
さ
れ
た
論
文
類
や
諸
学
会
で
の
口
頭
に
よ
る
研
究
発
表
な

ど
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
多
い

。

し
か
し 、

こ
れ
ら
の
も
の
は
刊
行
書
に
比
し
て

さ
ら
に
そ
の
数
も
多
く 、

ま
た 、

研
究
内
容
も
多
方
面
に
及
ん
で
い
る
。

そ
の

動
向
な
り
傾
向
な
り
を
か
ん
た
ん
な
乙
と
ば
で
ま
と
め
て
言
い
表
わ
す
ζ
と
は

い
っ
そ
う
困
難
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
も
の
も 、

展
望
各
論
の
部
で
扱
っ
て
も
ら

う
ζ
と
に
し 、

と
こ
で
は 、

あ
え
て
取
り
あ
げ
な
い
乙
と
に
す
る
。

4 

次
に 、

国
語
学
会
を
は
じ
め 、

関
係
学
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て 、

か
ん
た

ん
に
見
て
お
く
ζ
と
に
す
る
。

ま
ず 、

国
語
学
会
で
あ
る
が 、

国
語
学
会
は 、

昭
和
ω
年
3

月
初
日
を
も
っ
て
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
た
の
で 、

そ
の

秋
の

大
会
を
二
十
周
年
記
念
の
も
の
と
し
て
開
催
し
た

。

大
会
の
第
一

日
(
日
月
7

日
)

に
毎
日
ホ
ー

ル
で
関
か
れ
た
公
開
講
演
会
で
は 、

遠
藤
嘉
蓋
(
「
訓
点
資

料」

研
究
の
歩
み)
・

岩
淵
悦
太
郎
(
現
代
語
研
究
の
問
題
)
・

金
田
一

春
彦
(
方

言
研
究
の
動
向)
・

時
枝
誠
記
(
言
語
過
程
説
の

成
立
と
そ
の
展
開)

の
四
氏

を
講
師
と
し 、

各
氏
は 、

そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
つ
い
て 、

二
十
年
の
歩
み
を
ふ

り
返
り
つ
つ 、
今
後
の
問
題
へ
の
方
向
づ
け
を
試
み
て
い
る
(
「
国
語
学」

印
集

は
国
語
学
会
創
立
二
十
周
年
号
特
集
と
し
て
と
れ
ら
の
講
演
を
収
載)

。
ま
た 、

第
二
日
の
研
究
発
表
会
の
後
お
と
な
わ
れ
た
懇
親
会
の
席
上
で
は 、

名
誉
会
員

で
あ
る
金
沢
庄
三
郎
・

金
田

二
日小
助
・

佐
久
間
鼎
・

神
保
格
・

新
村
出
・

東
条

操
・

西
尾
実
の
七
氏
の
録
音
談
話
を
聴
く
乙
と
が
で
き
た
(
各
談
話
の
要
旨
は

「
国
語
学
会
創
立
二
十
周
年
に
よ
せ
て
」

と
い

う
題
で
「
国
語
学」

印
集
に
収

載)

が 、

そ
と
で
は 、

明
治
・

大
正
・

昭
和
の
三
代
に
わ
た
る
各
時
期
で
の
各

種
の
思
い
出
が
諮
ら
れ
て
い
る 。

な
お 、

乙
の
録
音
で
ユ
ー

モ
ア
た
っ

ぷ
り
に

元
気
で
話
し
て
お
ら
れ
た
神
保
格
氏
は
昨
年
ロ
月
に
な
く
な

ら
れ
た

。

言
語

理
論
や
国
語
音
声
学
な
ど
で 、

国
語
学
界
に
も
早
く
か
ら
大
き
な
影
響
を
及
ほ

さ
れ
て
い
た
教
授
の
生
前
の
業
績
を
し
の
び
つ
つ

、

つ
つ
し
ん
で
御
冥
福
を
お

祈
り
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た 、

乙
の
二
十
周
年
の
行
事
を
終
え
た
あ

と
の
役
員
改
選
で 、

二
十
年
来
代
表
理
事
と
し
て
ず
っ
と
国
語
学
会
を
運
営
し

て
乙
ら
れ
た
時
枝
誠
記
博
士
は 、

理
事
を
辞
退
さ
れ 、

し
た
が
っ
て
代
表
理
事

を
や
め
ら
れ
る
乙
と
に
な
っ
た

。

も
ち
ろ
ん 、

時
枝
博
士
は 、

学
会
活
動
か
ら
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まっ
た
く
隠
退
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く

(
学
会
の
評
議
員
は
ひ
き
つ
づ
き
つ
と

め
ら
れ
て
い
る
て
な
お 、
学
界
の
第一
線
に
あっ
て
引
続
き
後
進
の
指
導
は
さ

れ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が 、
学
会
を
直
接
に
代
表
す
る
立
場
か
ら
は
限
れ

ら
れ
た
わ
け
で
あ
る 。
昭
和
二
十
年
に
国
語
学
会
の
会
長
橋
本
進
吉
博
士
が
な

く
な
ら
れ
た
あ
と
を、つ
け
て 、
代
表
理
事
と
な
ら
れ
て
以
来 、
二
十
年
間
の
長

き
に
わ
た
り 、
国
語
学
会
と
し
て
の
学
会
活
動
の
開
始
か
ら
今
日
ま
で 、
国
語

学
会
を
も
り
立
て 、
発
展
さ
せ
て
乙
ら
れ
た
時
枝
博
士
の
偉
大
な
る
功
績
を
た

た
え
る
と
と
も
に 、
今
後
と
も
学
会
の
第一
線
に
あっ
て
後
進
の
よ
き
先
導
者

と
し
て 、
み
ち
び
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い 0 ・

国
語
学
会
は 、
こ
の
二
十
周
年
記
念
の
大
会
の
ほ
か 、
ω
年・
ω
年
の
春
に

は
そ
れ
ぞ
れ
東
京
で
公
開
講
演
会
を
も
ち 、
ま
た 、
ω
年
の
秋
に
は
広
島
大
学

で
大
会
を
開
い
た 。
広
島
大
学
で
の
大
会
は 、
九
州
大
学・
東
北
大
学
に
つ
い

で 、
国
語
学
会
と
し
て
は
三
固
め
の
地
方
で
の
開
催
で
あっ
た
が 、
前二
固
に

劣
ら
ず 、
今
回
も
盛
会
で
あっ
た 。
ζ
の
盛
会
ぶ
り
が
単
に
見
せ
か
け
だ
け
で

な
く 、
そ
の
地
の
大
学
を
中
心
と
し
て
国
語
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い

て 、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
広
まっ
て
い
く
きっ
か
け
を
な
し
て
く
れ
た
ら
幸い
で

あ
ろ・つ 。

国
語
学
に
関
係
あ
る
学
会
と
し
て 、
訓
点
語
学
会・
近
代
語
学
会・
計
量
国

語
学
会・
日
本
文
体
論
協
会・
日
本
語
教
育
学
会
な
ど
が
あ
る
が 、
m日
・

ω
年

度 、
各
学
会
と
も 、
機
関
誌
の
発
行
や
研
究
発
表
会
の
開
催
な
ど 、
そ
れ
ぞ
れ

に
順
調
な
活
動
を
続
け
て
き
た 。
と
の
う
ち 、
近
代
語
学
会
だ
け
は 、
口
頭
に

よ
る
研
究
発
表
を
主
と
し
て
い
て 、
乙
れ
ま
で
機
関
誌
の
発
行
を
し
て
い
な
か

っ
た
が 、
ζ
ん
ど 、
は
じ
め
て
論
文
集
「
近
代
語
研
究」
第一
集
(
ω
・
9)

を
発
刊
し
た 。
執
筆
者
二
十
五
名
の
大
冊
で
あ
る 。
今
後
は
論
文
集
の
形
で
随

時
研
究
発
表
を
公
刊
し
て
い
く

予
定
で 、
他
の
学
会
と
や
や
異
な
っ
た
発
表
機

F、

関
の
持
ち
方
を
し
て
い
る 。
こ
れ
ら
の
学
会
の
ほ
か
に 、
目・
ω
年
度
中
に
新

た
な
学
会
の
誕
生
を
み
た
も
の
が
あ
る 。
一
つ
は
表
現
学
会
で 、
昭
和
四
年
6

月
日-
U
の
両
日 、
第一
回
研
究
大
会
を
広
島
大
学
で
開
催
し
て
い
る 。
第
二

回
大
会
は
昭
和
的
年
6
月
に
名
古
屋
で
聞
き 、
す
で
に
「
表
現
研
究」
と
い
う

機
関
誌
も
発
刊
さ
れ
て
い
る 。
ま
た 、
東
条
操
氏
の
八
十
才
を
お
祝
い
し
て「
日

本
の
方
言
区
画」
(
羽・
日)
を
編
集
し
た
人
々
を
中
心
と
し
て
日
本
方
言
研

究
会
が
作
ら
れ
た
が 、
と
れ
は 、
昭
和
ω
年
6
月5
日
に
第一
回
研
究
発
表
会

を
帝
塚
山
女
子
短
大
で
開
催 、
第
二
回
の
研
究
発
表
会
を
同
年
日
月
東
京
で
開

い
て
い
る 。
乙
の
研
究
会
も
今
後
乙
の
よ
う
な
形
で
研
究
活
動
を
続
け
よ
う
と

し
て
い
る 。

こ
の
よ
う
に 、
国
語
学
に
関
係
す
る
学
会
の
分
立
は 、
か
な
り
顕
著
で
あ
り 、

乙
の
傾
向
は 、
な
お
今
後
に
持
続
さ
れ
る
も
の
と
息
わ
れ
る 。
乙
れ
は 、
国
語

学
の
研
究
が
精
教
に
な
り 、
そ
れ
だ
け
に
専
門
分
化
の
必
要
か
ら
生
れ
た
当
然

の
勢
い
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る 。
乙
の
よ
う
な
傾
向
は
今
後
い
っ
そ
う
顕
著

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
だ
け
に 、
他
方
で
は 、
各
研
究
者
が
自
分
の
専
門

に
ば
か
り
と
じ
乙
もっ
て 、
視
野
が
ま
す
ま
す
狭
く
な
る
と
い
う
弊
筈
を
生
む

お
そ
れ
が
な
い
わ
け
で
も
な
い 。
国
語
学
会
創
立
二
十
周
年
記
念
講
演
会
の

あ
い
さ
つ
の
中
で 、
時
枝
博
士
は 、
と
の
よ
う
な
学
会
分
立
の
傾
向
に
つ
い
て

触
れ
て 、「
乙
れ
は
学
問
の
進
歩
発
展 、
専
門
分
化
の
点
か
ら
い
へ
ば 、
当
然
の
趨

勢
で
あ
っ
て 、
そ
の
こ
と
自
身
は
む
し
ろ
喜
ぶ
べ
き
現
象
と
い
は
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す 。
し
か
し
な
が
ら 、
如
何
に
細
分
化
さ
れ 、
学
聞
が
級
密

に
な
っ
て
も 、
そ
れ
は
所
詮
人
間
の
言
語
を
学
問
的
に
研
究
す
る
と
い
ふ
点
で 、

共
通
の
広
場
に
立
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
し
て 、
そ
れ
を
見
失
ふ
な
ら
ば 、

必一
末
な
職
人
主
義
に
堕
ち
て
行
く

危
険
が
あ
る
と
い
ふ
乙
と
を 、
絶
え
ず
警
戒

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す 。」(「
国
語
学」
印
集 、
ニ
4
1
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司

ヅ
)

と
い
う
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

各
種
専
門
分
野
の
学
会
の
順
調
な
活

動
ぷ
り
は
喜
ば
し
い
乙
と
で
は
あ
る
が 、

時
校
博
士
の
乙
の
言
の
よ
う
な
点
に

つ
い
て
の
反
省
も
時
に
必
要
な
と
と
で
あ
ろ
う 。

な
お 、

関
係
学
会
に
は 、

日
本
言
語
学
会
や
日
本
音
声
学
会
も
あ
る
が 、

ζ

れ
ら
の
学
会
で
も 、

機
関
誌
の
発
行
や
大
会
・

研
究
会
の
開
催
な
ど 、

そ
れ
ぞ

れ
順
調
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

特
に
日
本
音
声
学
会
は 、

昭

和
羽
年
ω
月
2
日
に
は
倒
立
四
十
周
年
記
念
大
会
を
聞
き 、

ま
た 、

昭
和
的
年

8
月
お
臼
か
ら
白
日
ま
で 、

東
京
文
化
会
館
で
第
二
回
音
声
学
位
界
会
議
を
開

催
す
る
な
ど 、

ζ
の
年
度
の
活
動
は
活
発
で
あ
る
。

こ
の
会
議
で
発
表
さ
れ
た

研
究
や
講
演
を
も
と
に
「
音
声
の
研
究 、

第
十
二
集
」
(
ω
-

U
)
が
発
刊
さ
れ

て
お
り 、

日
本
語
関
係
の
論
文
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

な
お 、

昭
和
鈎
年
7
月

に
は
服
部
四
郎
氏
を
中
心
に
東
京
言
語
学
会
が
結
成
さ
れ 、

そ
の
研
究
例
会
に

は 、

ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
新
し
い
言
語
型
論
に
も
と
づ
く

現
代
日
本
語
の

分
析
な
ど
も
取
り
あ
げ
ら
れ
る
乙
と
が
あ
り 、

乙
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
現
代
語

研
究
の
新
し
い
展
開
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

四

最
後
に
海
外
に
お
け
る
日
本
語
研
究
の
乙
と
に
触
れ
て
お
く 。

さ
き
に 、

江

戸
時
代
の
東
北
方
言
の
文
献
を
放
っ
た
も
の
と
し
て
村
山
氏
の
著
者
を
あ
げ
た

が 、

乙
れ
は 、

ソ 、
ヴ
イ
エ
ト

の
日
本
語
学
者
ペ
ト
ロ
ワ
女
史
の
紹
介
し
た
ソ
ヴ

イ
エ
ト

に
現
存
す
る
日
本
語
資
料
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

ソ
ヴ
イ
エ
ト

に
お
い
て
は
日
本
語
研
究
は
か
な
り
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い

る
よ

う
で

あ
る

が 、

ち
ょ
う
ど
と
の
年
度
に
は 、

村
山
氏
の
著
書
の
よ
う
な
も
の
の
ほ
か
に 、

ソ
ヴ
イ
エ
ト

は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
日
本
語
学
の
現
状
の
紹
介
を
し
た
も
の
が

い
ろ
い

ろ
に

出
さ
れ
た

。

寺
川
喜
四
男
氏
「
ソ
速
の
日
本
語
1
・

2
・

3
」

(
ω
・
9
-

m
) 、
同
「
全
世
界
の
日
本
学
者
会
議
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

の
日
本
語
研
究」

(
鈎
・

日
) 、
同
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
日
本
学
1
・
2
・
3

」
(
鈎
・

日
) 、

同
「
全
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
日
本
学
総
覧」
(
鈎
・

日
) 、
同
「
全
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
日
本
語
音
声
学
者
と

そ
の
研
究」
(
ぬ
・

ロ
) 、

寺
川
喜
四
男
・

稲
垣
敏
夫
・

村
山
七
郎
三
氏
「
ソ
ヴ
イ

エ
ト

言
語
学
者
の
日
本
語
研
究
論』
X
集」
(
ぬ
-

H
)

な
ど
。

乙
の
よ
う
な
海
外

の
日
本
語
研
究
の
わ
が
国
へ
の
紹
介
の
ほ
か
に 、

わ
が
国
で
の
日
本
語
研
究
の

現
段
階
を
海
外
の
人
々
に
知
ら
せ
る
こ
と
も
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

す

な
わ
ち 、
「
国
語
学」

臼
集
(
ω
・
9

)

お
よ
び
臼
集
(
4
・

3
)

所
哉 、

服
部

四
郎
氏
「
日
本
の
記
述
言
語
学」

は 、

そ
の
付
記
に
し
る
さ
れ
て
い

る
よ

う

に 、

そ
の
英
訳
が
イ
ン

デ
イ

ア
ナ
大
学
の
シ
l

ベ
ッ
ク
教
授
の
編
集
に
な
る

の
臣
、
ミ
ミ

叶4
3
3
b

2

hN
WH
h
tt
s
a

の
第
二
冶 、

東
ア
ジ
ア
・

東
南
ア
ジ
ア

編
に
載
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る 。

ζ
の
巻
に
は 、

右
の
ほ
か 、

国
語
の
史
的
研

究
や
表
記
法
史 、

方
言
研
究
な
ど
に
つ
い
て
の
展
望
も
載
り 、

わ
が
閣
に
お
け

る
国
語
研
究
の
現
段
階
が
か
な
り
詳
し
く

紺
介
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る 。

こ
の
よ

う
に 、

国
語
学
の
現
状
が
海
外
に
紹
介
さ
れ
る
機
会
も
今
後 、

な
お
多
く
な
る

と
忠
わ
れ
る 。

日四
・

ω
年
度
中 、

佐
厳
守一凶
代
治
氏
や
脱
原
与
一

氏
を
は
じ
め 、

国
語
学
者
の
海
外
渡
航
の
例
も
多
く

見
ら
れ
た
が 、

こ
の
よ
う
な
傾
向
は 、

今

後
さ
ら
に
強
ま
る
模
様
で
あ
る 。

他
方 、

た
と
え
ば 、

ド
イ
ツ
の
レ
l

ヴ
ィ
ン

教
授
(
ミ
ュ
ン
ス
タ
!

大
学)

や
ツ
ア
ヘ
ル
卜

教
俊
(
ボ
ン
大
学)

な
ど
の
よ

う
に 、

来
日
し
た
日
本
語
学
者
・

日
本
学
者
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
あ
る 。

国
語
学
界
も 、

ま
す
ま
す
日
本
の
国
内
だ
け
に
閉
じ
こ
も
っ
て
は
い
ら
れ
な
く

な
る
時
期
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

-
東
京
大
学
教
俊
|
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